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回復期病棟患者の⾝体機能および⽇常⽣活⾃⽴度の 
改善に関する要因と傾向調査 

当法⼈では、最適な治療を提供するため、以下の臨床研究を⾏っております。以下の内容をご確認いた
だき、本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で研究⽬的に利⽤されることを希望されない場合は、
お問い合わせ担当者までお知らせください。ただし、すでに解析を終了している場合には、研究データ
からあなたの情報を削除できない場合がありますのでご了承ください。 

医倫理審査番号 第    号 

研究課題名 
回復期病棟患者の⾝体機能および⽇常⽣活⾃⽴度の改善に関する要因と傾
向調査 

研究機関の名称 ⼗勝リハビリテーションセンター 
研究組織 研究代表機関 ⼗勝リハビリテーションセンター 

共同研究機関 該当なし 
実施体制 研究代表者 ⼗勝リハビリテーションセンター 髙橋良輔 

当院の研究責任者 ⼗勝リハビリテーションセンター 髙橋良輔 

本研究の⽬的・意義 

■⽬的 
脳⾎管疾患や運動器疾患などの運動障害は多岐にわたります。これらの障害
に対し、予後予測を⾏い、⽬標の到達へ向けて課題に適した治療を選択して
いくことがリハビリテーションにおいては⾮常に重要なことになります。本
研究の⽬的は以前より多くの臨床の定期的な評価データや様々な訓練内容
などを蓄積している当院において、これらの評価データから⽇常⽣活に必要
な⾝体機能の要因を調査することを⽬的としています。 
 
■研究の意義 
本邦における回復期病棟の⼤規模データによる解析は少なく、⼊院患者の能
⼒に応じた⽬標設定や⼊院中の⾝体機能の改善度における傾向を把握でき
ることは臨床的な意義が⼤きいと考えます。 

研究対象者 
⼗勝リハビリテーションセンターの回復期リハビリテーション病棟に⼊院
された⽅ 

調査データ対象期間 ⻄暦 2020 年 9 ⽉ 1 ⽇ 〜 2030 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

ご協⼒いただく内容 

上記の対象期間中に記録された診療情報（年齢、性別、発症⽇、⼿術⽇、⼊
院⽇、退院⽇、既往歴、訓練内容、訓練時間）や⼊院中に評価した⾝体機能
の結果などを、研究に使⽤させて頂きます。使⽤に際しては、⽂部科学省・
厚⽣労働省が定めた倫理指針に則って個⼈情報を厳重に保護し、研究結果の
発表に際しても、個⼈が特定されない形で⾏います。 
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研究参加について 
研究への参加を希望されない場合、その⽅の情報を研究における解析に利⽤
することはありません。研究に参加される場合でもされない場合でも、患者
さん個⼈を特定できるような情報が外部に漏れることはありません。 

試料・情報の他の研
究機関への提供 

本研究において、研究データを他の研究機関へ提供することはありません。 

個⼈情報の取り扱い 研究対象者のカルテ情報や定期評価の情報を使⽤する際は、研究対象者が特
定できることがないよう個⼈情報を削除いたします。また研究成果の発表の
際も個⼈を特定できる情報は利⽤しません。 

利益相反について 
研究責任者および分担医師に開⽰すべき経済的な利益関係や利益相反はあ
りません。 

お問い合わせ 
（相談窓⼝） 

社会医療法⼈北⽃ ⼗勝リハビリテーションセンター 

●電話番号︓0155-47-5700【代表】（対応時間／平⽇ 9:00〜17:00） 

●担 当 者︓ リハビリテーション部 理学療法科 髙橋良輔 

○社会医療法⼈北⽃ では「北⽃ 医の倫理審査委員会」を設置し、それぞれの臨床研究について倫理的
観点および科学的観点からその妥当性を審査しています。この臨床研究は、医の倫理審査委員会の
承認を受けて⾏われます。 




